





















































































　　　　AUT…３年生主体のJapanese in the Global World（JGW、AUT日本語科では
　　　　　　　　最上級レベルの本語クラスで、ヨーロッパ言語共通参照枠CEFR・B２
　　　　　　　　レベルに相当する）
参加予定学生： 神戸女子大学…約15名（日本人学生および留学生）、 AUT…約15 名
授業内容：双方向授業…AUTonline使用し、前後期約８週間実施する。
双方向授業のテーマ：「日本人と仕事」、「海外長期滞在と移民」など
AUT 学生と神戸女子大学生でグループを作り、グループごとに一つのブログを用意する。
　⑴ブログ使用の授業: 文字を使用する双方向授業
　　①AUT 学生は２週間ごとに各テーマについての課題作文をブログに書き込む。
　　②神戸女子大学生は、それに対するコメントをブログに書き込む。
　⑵スカイプ使用の授業: 音声を使用する双方向授業
　　①担当教員がスカイプでのインタビューを設定し、ブログのテーマに沿って日本人学
生が用意し、ブログ上に書き込んだ質問に答える。１グループ約10分間の交流を行
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う。
　eポートフォリオを通して実習の指導を行い、教育実習案、教材、リフレクションを提
出する。さらに、eポートフォリオに提出した対象授業のreflective journal、指導案、レ
ポートなどを分析し、自己評価、相互評価、教師による評価を行う。
６．今後の取り組み
　森本（2008）は、eポートフォリオの問題点を以下のように指摘している。
　⑴ eポートフォリオを導入し活用する目的が明確でない。
　⑵ eポートフォリオに関する本質的な理解が乏しい。
　⑶ 利用者に対する支援が不足している。
　⑷ eポートフォリオ活用の理解者・実践者によるコミュニティ形成がされていない。
　これらの指摘を踏まえて、いかに今後の取り組みとしてeポートフォリオを利用した日
本語模擬実習および外国人を対象にした日本語チューター指導を実施する。これは、教室
活動のデザインを中心に実践的な内容を学ぶ授業である。
対象となる授業：日本語模擬実習、日本語チューター
参加予定学生等：神戸女子大学３・４年生、大学内の留学生および外国人研修生
授業内容：日本語指導の実践…神戸女子大学online manaba使用注４
　⑴日本語模擬実習（海外教育実習を含む）
　　学内、海外でeポートフォリオを活用した日本語教育実習を実施する。
　⑵日本語チューター
　　　授業の一環として外国人留学生・研修生対象の1回完結型の日本語指導を毎週行う。
指導は、外国人が日本語で「～できる」ことを重視する。また、Plan（企画）、Do
（実施）、Check（点検）、Action（改善）というPDCAサイクルを重視し、常に外
国人のニーズの変化に対応できるようにする。
　AUTとの双方向授業については、担当者がメール、スカイプなどで連絡を取り合って
進めていき、計画の修正が必要な場合は、迅速に対応する。学内での日本語指導について
は、eポートフォリオを活用し、教師が毎回指導、助言を与え、問題点を解決する。また、
情報機器のトラブルについて研究代表者や海外研究協力者が対処できない場合は、連携研
究者のバックアップを受ける。
７．おわりに
　本研究の課題の特色は、以下の点である。
　⑴双方向授業の形態をｅポートフォリオとして活用している点。　
　⑵reflective journalの使用とそのｅポートフォリオ化により、学生自身の「学びの気づ
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き」を重視している点。
　⑶日本語教員養成プログラムにおけるｅポートフォリオの使用により、応用から実践へ
と学習が段階的に行える点。
　これは、日本語教員養成分野のみならず、さまざまな学生の育成研究にも応用が可能で
あり、普遍性を持つと考えられる。主役は学生であり、eポートフォリオは学びを促進す
るツールとして活用し、学びのネットワークの起点とする。本研究を基礎研究として位置
付け、eポートフォリオの活用方法の応用に向けて、効果が期待できる。
注
注１　web上で、学習成果を体系的にまとめたものを指す。
注２　常時、各自が学習を自己評価し、その結果を提出、「学習の振り返り」を行うため
に使用する。
注３　大谷尚（2008）「４ステップコーディングによる質的データ分析手法」『名古屋大
学大学院教育発達科学研究科紀要（教育科学）』第54巻第２号。本研究課題のよう
な小規模データ分析に適した方法。
注４　神戸女子大学のオンラインシステム。eポートフォリオとして資料管理やリフレク
ションに使用する。
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番
号 発話者 テ　　ク　　ス　　ト
<1>テクスト中の
　注目すべき語句
<2>テクスト中の
　語句の言いかえ
<3>左を説明するよ
うなテクスト外の概念
<4>テーマ･構成概念 
（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題
1 JS1
日本では言葉使いがよく指摘されるが、他の国はあまり敬語など重要視されることはな
いので敬語は外国人からすると馴染みにくいし、わかりにくい点だと感じた。スカイプ
で敬語の話をした際に良いレスポンスが返ってこなかった。言葉使いにも文化が現れる
とわかってよかった。
敬語など
馴染みにくい
わかりにくい
文化が現れる
言葉と文化の関連
性 
異文化接触と理解
　　　　　　　　
　　　　
異文化接触を行う
ことで、新しい気
づきを得る
気づきから得られ
るものは何か？
2 JS2
将来の夢や、どういう考えを持って卒業していくのかを知ることができておもしろいと
思ったし、ああ、そういう考え方もあるのか！と気づけたこと。
将来の夢
卒業
おもしろい
気づけた
楽しみ
考え方の違い
気づき
異文化との接触 新たに異文化と出
会う
新たに異文化と出
会ったことのプラ
ス面とは？
3 JS3
ニュージーランドの人が明るいと思ったが、実はそうでもないです。 ニュージーランド
の人
明るい
そうでもない　　
固定観念　　　　
新たな考え
異文化を知り、新
たな見方を得る
異文化を知ること
で母文化も見つめ
直す
異文化を知ること
とは？
4 JS4
今回は海外移住について作文を書いてもらったが、やはりどの国もお金、言語、文化な
どの問題がその国で生活していく際もっとも苦労するものだということがわかった。
行ったことがない
見つからない
国を知る
難しい
異文化理解の難し
さ
異文化への理解と
理解の困難さ
異文化理解の困難
さの原因を探る
異文化理解への困
難は、どのような
ものか？
5 JS5
お互いを認め合うことの大切さを理解できて良かったです。また、日本に対する考え方
は国によってさまざまだと分かりました。
認め合う
大切
考えた方さまざま
異文化を認める　
多文化共生
異文化を認め、多
文化と共生する大
切さ
異文化コミュニケ
ーションを通して、
多文化を見つめる
多文化について、
どのような意見を
持つか？
6 JS6
相手の国を知ることで、お互いの国の良さを褒め合うことが出来た。 相手の国を知る
良さ
褒め合う
相手の良さを知る
尊敬の念　　
相手を知り、自分
を知る
それぞれの問題点
についても考える
具体的に良さと問
題点とは？
7 JS7
海外の人に、日本という国は伝統を守ることができており、また、近代的に発展してい
る国だと理解されていることがわかりました。
日本についての良い印象を知ることができてよかったと思います。
伝統
近代的
日本
良い印象
日本の良さを理解
する
母文化を見つめる 母文化と異文化 双方の文化を知る
意義は？
8 JS8
ニュージーランドの学生さんは日本食といえば寿司や天ぷらなど、いわゆる外国人が一
般的に思い浮かぶ日本食の代表を挙げていたが、実際に寿司などを毎日食べているわけ
ではない。私も外国の食文化について連想するものといえば、ロシアといえばボルシチ、
イギリスといえばフィッシュアンドチップスというイメージがあるが実際はもっと奥深
いものがあるとわかった。今回、ニュージーランドの家庭料理を知ることができたし、
日本の家庭料理について伝えることができてよかった。
日本食の代表
一般的に思い浮か
ぶイメージ
奥深い
ニュージーランド
の家庭料理　　　
日本の家庭料理
国の代表　　　　
外面的と内面的
知って伝える
固定観念の払拭 直接伝えることの
大切さを学ぶ
伝えられることに
は何があるか？
表1．Ｈ26神戸女子大学学生のreflective journal分析例
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番
号 発話者 テ　　ク　　ス　　ト
<1>テクスト中の
　注目すべき語句
<2>テクスト中の
　語句の言いかえ
<3>左を説明するよ
うなテクスト外の概念
<4>テーマ･構成概念 
（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題
1 JS1
日本では言葉使いがよく指摘されるが、他の国はあまり敬語など重要視されることはな
いので敬語は外国人からすると馴染みにくいし、わかりにくい点だと感じた。スカイプ
で敬語の話をした際に良いレスポンスが返ってこなかった。言葉使いにも文化が現れる
とわかってよかった。
敬語など
馴染みにくい
わかりにくい
文化が現れる
言葉と文化の関連
性 
異文化接触と理解
　　　　　　　　
　　　　
異文化接触を行う
ことで、新しい気
づきを得る
気づきから得られ
るものは何か？
2 JS2
将来の夢や、どういう考えを持って卒業していくのかを知ることができておもしろいと
思ったし、ああ、そういう考え方もあるのか！と気づけたこと。
将来の夢
卒業
おもしろい
気づけた
楽しみ
考え方の違い
気づき
異文化との接触 新たに異文化と出
会う
新たに異文化と出
会ったことのプラ
ス面とは？
3 JS3
ニュージーランドの人が明るいと思ったが、実はそうでもないです。 ニュージーランド
の人
明るい
そうでもない　　
固定観念　　　　
新たな考え
異文化を知り、新
たな見方を得る
異文化を知ること
で母文化も見つめ
直す
異文化を知ること
とは？
4 JS4
今回は海外移住について作文を書いてもらったが、やはりどの国もお金、言語、文化な
どの問題がその国で生活していく際もっとも苦労するものだということがわかった。
行ったことがない
見つからない
国を知る
難しい
異文化理解の難し
さ
異文化への理解と
理解の困難さ
異文化理解の困難
さの原因を探る
異文化理解への困
難は、どのような
ものか？
5 JS5
お互いを認め合うことの大切さを理解できて良かったです。また、日本に対する考え方
は国によってさまざまだと分かりました。
認め合う
大切
考えた方さまざま
異文化を認める　
多文化共生
異文化を認め、多
文化と共生する大
切さ
異文化コミュニケ
ーションを通して、
多文化を見つめる
多文化について、
どのような意見を
持つか？
6 JS6
相手の国を知ることで、お互いの国の良さを褒め合うことが出来た。 相手の国を知る
良さ
褒め合う
相手の良さを知る
尊敬の念　　
相手を知り、自分
を知る
それぞれの問題点
についても考える
具体的に良さと問
題点とは？
7 JS7
海外の人に、日本という国は伝統を守ることができており、また、近代的に発展してい
る国だと理解されていることがわかりました。
日本についての良い印象を知ることができてよかったと思います。
伝統
近代的
日本
良い印象
日本の良さを理解
する
母文化を見つめる 母文化と異文化 双方の文化を知る
意義は？
8 JS8
ニュージーランドの学生さんは日本食といえば寿司や天ぷらなど、いわゆる外国人が一
般的に思い浮かぶ日本食の代表を挙げていたが、実際に寿司などを毎日食べているわけ
ではない。私も外国の食文化について連想するものといえば、ロシアといえばボルシチ、
イギリスといえばフィッシュアンドチップスというイメージがあるが実際はもっと奥深
いものがあるとわかった。今回、ニュージーランドの家庭料理を知ることができたし、
日本の家庭料理について伝えることができてよかった。
日本食の代表
一般的に思い浮か
ぶイメージ
奥深い
ニュージーランド
の家庭料理　　　
日本の家庭料理
国の代表　　　　
外面的と内面的
知って伝える
固定観念の払拭 直接伝えることの
大切さを学ぶ
伝えられることに
は何があるか？
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